








































こととか，現在，阻害している全ての発達領域上の損傷を意味する (Gil， 1970， p.346) 0 
児童虐待として理解される行為の類型の分類は，同じく学問的立場によって差異点がある
が，韓国では普遍的に身体的虐待(physicalabuse)，精神的虐待(emotionalabuse)，性的虐待
(sexual abuse)，児童放任 (neglect)の四つの種類と定義されている(ファン・ソンハ， 1995， 
p.15)。日本でも，日本虐待調査研究会による児童虐待調査では，児童虐待は，親または親に
代わる保護者により非偶発的に児童に加えられた以下の四つの行為と定義されている。その種
類は身体的暴行 (Intrafamilialphysical violence)，保護の怠慢ないし拒否(Intrafamilialchild 




害度を基礎にした(日本児童問題調査会， 1983) 0 日本の東京弁護士会子どもの人権と少年法に
関する委員会では，図 1のように虐待の類型を分けて調査している(日本の東京弁護士会子ど
もの人権と少年法に関する委員会， 1996)。国際児童虐待予防協会には，家庭内児童虐待，家
庭外児童虐待と区別している O ハルペリン (Halperin)は児童虐待を九つに分類し，身体的虐
待，性的虐待，身体的怠慢，医療的怠慢，精神的虐待，教育的怠慢，児童遺棄，複雑的領域な








































ある場合が多い。図 2および図 3は，イギリスの調査報告書 (Reportof In-quiry into Child 




出典 H.M.S.O.，1988 CM412 p.319 出典 H.M.S.O.，1988 CM412 p.319 









































ボイン， 1991)，家庭暴力と児童虐待の関連研究(キム・ガンイル， 1991) が試みられている。
児童学と家庭学分野では，家庭環境及び夫婦関係と児童虐待との関係性を重んじる研究が多







もに対する研究が試みられている(キム・ゾンズン， 1986) 0 争点になる主題は，教育状況で














ク， 1987) 0 これらの研究は具体的に述べると，医者による病院の例証報告(オ・ハンギュ，
イ・ミョンスク，パク・テギ、ユ， 1975)，アンケート調査の臨床報告があり(ギム・ガンイル
とゴ・ボクザ， 1987;アン・ドンヒョンとホン・ガンヒ， 1987)，社会福祉学分野の家出児童
を対象とする実態調査(キム・ヘヨン， 1990;シン・ヨンファ， 1986;ユ・チュンシク， 1987 
;イ・ベグン， 1988)，一般家庭の児童を対象とする質問紙法の研究などがあった(パク・テ































全体 4.122 22.632 25.441 2∞974 
1.5 8.0 9.0 71.4 
養護 2.1 32.5 12.5 42.9 
非行 9.3 9.5 18.0 46.8 
障害 0.5 7.3 6.9 73.8 
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